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一人ひとりの想いが分かり、会場全体が応援ムードに！

～ここでつながるおながわの輪～　を開催しました
まち活フォーラム2018

２月４日　女川町まちなか交流館　参加者30名
　活動者の相互理解やお悩み解決などを目的に、町内で取り組むま
ちづくり活動の発表・交流会「まち活フォーラム」を開催しました。
発表者のストーリーに耳を傾け、それぞれ関わりの深い方がコメン
テーターとなり、応援メッセージを伝えました。

震災前のようにたくさんの桜が咲く町にしたい
【基調発表】女川桜守りの会　藤中郁生さん
●�津波で幹だけ残って流されてしまった桜に、

翌月3輪の花が咲いたのを見つけ、「何とか生
かしてあげたい」と思ったのがきっかけです。

●�伐採するしかなかった幹から桜地蔵を掘りだ
し、レンガみちの脇に安置しています。

●�「トンネルを抜けたら桜のまち」をスローガ
ンに、10万本の桜計画を立てています。
課題…次の世代に伝えていく仕組み

女川らしい風景をみんなで創りたい
あ～らだての小みち　木村繁子さん
●�活動の秘訣は、「来るものは拒ま

ず、去るものは追わず、戻るもの
には温かく」です。

●��昨春から始めてまだ１年経ってい
ませんが、これからも公園を楽し
みたいです。

課題…町内の他地区にも広げたい、鹿対策

植物を通じ、家族のようにつながりたい
ハーブガーデンプロジェクト・ファミリア

　佐藤伶奈さん
●�みんな震災で生き残った仲間。今、

町に住もうとする人にも女川を好
きになってほしいから、住みやす
いか、便利か、楽しいかをいつも
考えます。地域が協力し、誇りを
持てる町にしたいです。

○矢竹拓さん（女川町社会福祉協議会）
　駅ができた後、線路沿いに桜並木を作ろうとたくさんの住民
が集まってきました。作業中、電車に向かって手を振る姿を見
たとき、涙が出る思いでした。住民の心をまとめる活動をいか
に自分ごとと捉えるか、だと思います。
○末祐介さん（女川町復興まちづくりコーディネーターJV）
　行政でない人たちが独立独歩で進める活動を、いかに町の宝
として引き継いでいくか、みんなで考えていきたいです。

○末祐介さん
　自分の手で作業し、働きかけていくというこ
とが、その場所を気にするきっかけになります。
ぜひ、広げていってほしいです。他地区と競い
合っていけるといいですね！

○佐藤敏郎さん（元女川第一中学校教員）
　まったく動かない水面にも、小さな石がポン
と入れば、その水紋は広がるような気がします。
意識を変えることは簡単ではないけれど、難し
くもないのかも…ね！

コーディネーター
遠藤ちえさん

� （地域社会デザインラボ代表）
　いろいろな活動を通して、
女川町全体が楽しく、にぎ
やかになっていくと思いま
す。自分で創造し、地域の
方と一緒に楽しむ町民にな
ってほしいです。
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◆問合せ先　女川町まちづくり推進協議会事務局（役場復興推進課復興調整係）
　　　� ☎54-3131内線291　メールアドレス：fukko7@town.onagawa.lg.jp
　　　　○まち活フェイスブック　 まち活＠おながわ 　で検索

「新しい町で、なにか始めてみたい！」という方、気軽にご相談ください！
まち活チームがお伺いし、活動の成功に向け、ていねいにサポートします！

障がいを持つ人が活躍できる場所を作ろうと、震災前から女川で活動しています

NPO法人きらら女川（シーパルピア女川）　松原千晶さん
気軽に足を運んでもらえる駅前商店街に

地域のコミュニティや
居場所を作っています！
大原北区ふれあいカフェ

　坂本礼子さん
●�年金生活者も気軽に立ち寄れ

る料金でお迎えしています。
●�ノートを付けて、お客さんの

見守りもしています。
課題…�他地区にも集いの場所を、

若い方も話相手に…

支援でなく応援し合いたい
女川町子育て応援サークル
マザーズリング

　澤田洋美さん
●�前任から声を掛けられ、始め

ようとした矢先、震災が起き
ました。亡くなった友人の遺
志を継ぎ、活動しています。

●�保育所のお着替え箱や託児付
ヨガ教室でママを応援中！

【総括として】
〇阿部喜英さん（女川町観光協会会長／女川町まちづくり推進協議会委員）

　無理をして疲弊してしまったのでは本末転倒になってしまうので、無理
せず、まず自分たちが一番楽しむことで、それが周りに伝わり、活動が広
がっていくといいと思います。地域への情報発信は、とても大切ですよ。
〇�須田善明町長　人が来るから、町の表情やにぎわいになります。人が行

き交うことで、温かいものとして感じることができます。復興のハード部
分が終わりに近づき、大切になっている“まち活”に、誰もがプレイヤーと
して参加できる町を目指していきます。

　参加者の方
に、使い心地
など、アンケ
ートへ協力し
ていただきま
した。

出島のみなさんが作った
　　出島の椿油

冬の女川を明るく照らしたい
スターダスト・ページェント
「海ぼたる」

　中嶋憲治さん
●�想いを大切に、みなさんの募

金で20年間続けています。震
災後、ツリーをもらい受け、
途絶えず継続中です。
課題…�次世代への引き継ぎ、電

飾の保管場所
○佐藤敏郎さん
　元あったコミュニティが変
わらざるを得ない事情のある
新しい住宅での日常生活にお
いて、とても大切な取り組み
です。

　「きらら女川」では、女川の名物パン「さんまパン」や惣菜パン、20種類以上
ある「おからかりんとう」やパイ、わかめも販売しています。お食事もできる集
いの場所となっているほか、障害を持つ方の就労支援も行っています。
≪女川版子ども食堂 「おらほの女川食堂」プロジェクト≫

●月３回土曜日午後２時30分～４時30分　3月3日・17日・31日
　きっかけは、小銭を握りしめて食事をしに来た子どもがいたことです。子ども
たちが気軽に来ることができれば、周りのおじいちゃん・おばあちゃんや家族も
身近で楽しい場所になると考え、駅前商店街へ地域のみなさんにもっと足を運ん
でもらえるよう、始めました。
≪実は365日開店しています≫
　女川は、観光客を多く受け入れる町としても発展してきています。店舗が駅寄りにあるのでお客さ
んの声もよく聞こえ、「せっかく美味しい食事を…と来たのに、お店が閉まっていて残念だ」との意
見が印象的でした。いつ来ても楽しめる町にと、365日休みなく開店しています。
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○矢竹拓さん
　社協の託児ボランティアは、
多世代交流にもなっています
よ。みんなで応援できる仕組
み作り、アイデア出しを考え
たいです！

○阿部喜英さん
　世話人みなさんの想いが結
実した「海ぼたる」活動は、
決して当たり前のことではあ
りません。なんらかの形で関
わりたいです。

コ
メ
ン
ト

コ
メ
ン
ト

インタビュー


